
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

2013年 2月 一般演題 949（S−737＞

P3−31−7　新 しい エ ス トラ ジオール 測定 キ ッ トの 基礎的及 び 臨床的検討

徳島大

木内理世，松崎利也，松井寿美佳，中澤浩志，岩佐　武，苛原　稔

【目的】エ ス トラ ジオール （E2）値 の 安定 した測定は産婦人科臨床上重要で ある．今回，安定的な供給が 可能 とな る新た な血

中 E2 測 定試 薬，エ ク ル ーシス 試 薬 E2　III（ECL 　E2111）が 開発 され た の で
，

基 礎的及び 臨床的な検討をお こ なっ た，1方法】4

試料 の 10重測定 で 測定内再現性，3試料の 10 日間の 2 重測定 で測定間再現性を検討 した．8濃度の 試料を 10日間測 定 し Per−
cision　Profileにて 変 動係数 （CV ）が 20％ の 濃 度 を実効感 度 と し評価 した．3 濃 度 の 検 体 と干渉 チ ェ ッ ク A プ ラ ス を用 い，ヘ

モ グ ロ ビ ン，トリ グ リ セ ラ イ ド，ビ リ ル ビ ン，リ ウマ チ 因子の 共存の 影響を検討 し た．3濃度の 検体 の 10段階希釈で 希釈直

線を評価した．また，70名 （生殖年齢期，更年期）の 血清を用 い ，従来キ ッ ト （ECL 　E211，　 CHA ）と ECL 　E2111の 相関を検

討した．乖離検体を含む 11検体の LC−MS 法 で の 値と各測定キ ッ トで の 値を比較 した．【成績】ECL 　E2111の 測定内再現性 と測

定間再現性 は CV 値 が それ ぞれ 0．8〜L7％，2．3〜5．6％ と 良好 で あ っ た，実効感度予測測定値は 7．6pg／mL で臨床的に有用 と考
え られ た．ヘ モ グ ロ ビ ン 等 4種の 共存物質添加の 測定値へ の 影響は ± 5％ 以 内で 顕 著で は なか っ た、3 検体 の 希釈系列 は 良好

な直線性を認 め た，ECL 　E2111と ECL 　E211，　 CLIA 法 の 相関 はそれぞれ相関係数 r＝099 とr ・O．901，回帰式 y ＝1．03x−1．15
と y ＝ 1．10x−5．72 と良好で あっ た．乖離検体を含む ll検体 の 測定値は CLIA 法よ りECL 　E2111が LC −MS 法 で の 値に 近 似 し

て い た，【結論】ECL 　E2111 は基本性能 に優れ，また，従来法 との 相関も良好 で あり1 臨床 にお い て従来品 の 基準値や 検討結果

を準用 で き る と考えられ 有用 で あ る．

P3−32・1　 sitagliptin に よ る食後糖代謝是正 は，重症卵巣機能障害の ART 妊娠率を著 し く改善する
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【目的】糖尿病 で は，食後高血 糖が終末糖化産物 （AGE ）増加を介 し，酸化ス トレス ，　 insulin抵抗性 （IR）と分泌不良を増悪

し，更な る高血糖へ と悪循環する．不妊症で も，IR，酸化ス トレス ，　 AGE 蓄積 は，卵巣機能障害の 機序 と して 重 要で あ る．
そ こ で DPP −4 阻害剤 の sitagliptin で 食後血 糖 を是正 し，重 症卵巣機能障害 の ART 成績改善を試 み た．【方法】説明 と同意の

うえ， 軽度食後高血糖を有し， metformin 療法を含め ART 反復不成功 （5．8 土 0．6 回）の 高齢不妊 （41．0 ± 0．5歳）44例 を対象
とし た．月経 3 日 に oGTT ，臨床検査，　 toxic　AGE （TAGE ）測定後，　 sitagliptin 　50　mg ／日を 開始 した，1月後に 同検査 を行
い，さらに 1月後 に ART を行 っ た，年齢，既往 ART 数，　 day−3−FSH を対象と合わせた sitagliptin なしの ART 例 44人を

無作為抽出し，対 照 群 と した．本研 究は 施設 倫理 委員会の 承 認 を得て 行っ た．【成 縷】卵 胞 と胚 の 発 育 は sitagliptin で 有意 に改

善 した，臨床 お よび継続妊娠率 は，sitagliptin 群 20％，14％，対照群 2．3％，0％ と，sitagliptin 群で 著しく高か っ た （P＜ O．eS），
投与前検査 42項 目で free　testosterone と中性脂肪 の み が，　 sitagliptin に よ る継 続妊娠率 と有意 に 相 関 した （odds 比 ： 2．40
と 1．03，10gistic）．　 oGTT の 全 て の 血糖値 は sitagliptin で有意 に低下 した．　Sitagliptinに よる各検査 項 目の 変化率と良好胚数

の 増分 （対象の 既往 ART と比較） との 相関は，　 TAGE と DHEA −S の み が 有意で あ っ た （β：
−O．32 と O．41，重 回帰）．【結論】

Sitagliptinは metformin 無効 の ART 反復不成功 の 重症高齢不妊に有効 で，卵胞発育，胚発育，妊娠率を改善 し た，適応 とし

て PCOS が 示唆 さ れ，食後血 糖 と TAGE の 減少，　 DHEA の 増加 が作用機序 に 関与する と考え る，

P3 −32−2　卵巣機能廃絶が予測され る化学療法予定患者の 腹腔鏡 に よる卵巣凍結保存お よ び再移植
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【目的】2004年 Donnez ら はポ ジキ ン病の 患者 の 卵巣を化学療法前に 摘出 ・凍結 を行い，治療終了後 に 再移植，自然妊娠を成立

させた，凍結の 方法 として 当初は slow 　freezingが用 い られて い たが，さらに 組織 の 生存率 の 高 い ，　 vitrification も開発 さて い

る．一
方，従来 よ りもさ らに低侵襲な腹腔鏡下 手術 と して，近 年 reduced 　port　surgery （RPS）力詈注 目さ れ て い る．我 々 は上 述

の 卵巣凍結保存 を RPS を用 い ，6例 の 化学療法前の 患 者に行 っ た，当院 にお ける現況 につ い て 供覧する．1方法】本治療は 「卵

巣機能廃 絶が 予測 され る 化学療法 ま た は 放射線治療予定患 者の 卵巣凍結保存」と して，2010 年 3 月当大学倫理 委員会で 承認 さ

れた．化学療法などを行 う原疾患の 担当医の 同意を得て ．6症例 に手術を施行，3例 に対 して は 2孔式，残 り3例 に対 して は臍

の み の 創 を使 用 す る，単孔 式手術 を行 っ た．右 卵 巣を 穿剌 し未受精 卵 を回 収，左 卵 巣 は摘 出 した，摘 出 さ れ た左 卵巣か ら も穿

刺吸 引に よ り未授精卵を回収，右卵巣 の 未授精卵 と共 に ガ ラ ス 化凍結保存 した．卵巣 は cryotissue （北里 メ デ ィ カル ）を用 い，
ガ ラ ス 化凍結保存 した，【成 績】対象 は悪性 リ ンパ 腫 2例，乳癌 2 例，子宮頸癌 1 例，SLEI 例 で あ っ た．手術時間 は 平均 39．7
min （17〜57），出血量 は 8．6ml （2〜20）， 卵巣皮膜 は平均 10、1枚 （5．5〜15）．未受精卵は 16．3個 （0〜36）で あ っ た．すべ ての

症例 が術 後 1 日目で 退 院，遅 滞 な く原疾 患 の 治 療 に戻 る こ とが 可能 で あ っ た．さ らに，悪 性 リ ン パ 腫 の 治療後 2年が経過 した

患者で，凍結卵巣 に腫瘍残存の な い こ と を確認，再移植 を行 っ た．【結論】RPS を用い た 本術式は 妊孕能温存手術 と して 低侵襲

性 を生 か した 優れた術式で ある，症例数 は 少ない もの の 安全 に 施行 で きて お り，本邦 にお い て も有用 な 治療 と考える．
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